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実りある視察研修。今後の酪農経営へ
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北海道酪農・畜産危機突破緊急集会
開催される

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
主
催
に
よ

る
、
全
国
酪
農
・
畜
産
農
家
の
危
機

脱
却
に
向
け
た
全
国
段
階
の
大
き
な

運
動
展
開
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
北
海
道
酪
農
・
畜
産
危
機
突

破
緊
急
集
会
」
が
、
３
月
18
日
㈯
Ｊ

Ａ
役
職
員
・
生
産
者
合
わ
せ
、
２
０

０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
参
集

の
も
と
（
会
場
参
加
者
８
０
０
人
）、

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
て
開

催
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
は
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
野
寺
俊
幸
北
海
道
農
協
中
央
会

会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
に
始
ま
り
、

土
屋
俊
亮
副
知
事
、
舟
橋
賢
二
道
議

会
農
政
委
員
長
よ
り
激
励
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
篠
原
末
治
ホ
ク
レ
ン

会
長
よ
り
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
生
産
現
場
の
声
と
し
て
、
小

椋
茂
敏
上
士
幌
町
農
協
組
合
長
、
佐

藤
裕
司
東
宗
谷
農
協
組
合
長
、
千
葉

澄
子
標
茶
町
農
協
代
表
監
事
、
佐
藤

克
幸
根
室
地
区
青
協
会
長
の
４
名
よ

り
、
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
集
会
に
は
自
由
民
主
党
、

公
明
党
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産

党
、
新
党
大
地
の
国
会
議
員
19
名
が

出
席
し
て
お
り
、
各
政
党
代
表
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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最
後
に
、
遠
藤
洋
志
道
青
協
副
会

長
よ
り
「
こ
の
緊
急
集
会
の
名
の
も

と
に
集
ま
っ
た
意
思
・
意
味
を
重
く
、

先
生
方
に
受
け
止
め
て
も
ら
い
、
こ

の
集
会
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
ら

な
い
よ
う
に
会
場
の
皆
様
、
生
産
者

の
皆
様
の
思
い
を
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
乗

　
政
党
代
表
挨
拶
後
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
生

乳
需
給
の
悪
化
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
生
産
資
材
の
高

騰
を
受
け
た
酪
農
・
畜
産
業
界
の
危

機
的
状
況
の
打
開
と
経
営
維
持
に
向

け
た
集
会
決
議
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

せ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
音
頭
を
執
り
、

〝
北
海
道
酪
農
・
畜
産
を
守
る
た
め

に
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
〟
と
、
力
強
い
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
が
行
わ
れ
会
場
が
一

丸
と
な
り
、
緊
急
集
会
が
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
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「
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
〝
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
〟」

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
労
働
力
不
足
や
担
い
手

の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
る
農
作
業
の

省
力
化
・
効
率
化
を
目
的
と
し
た
「
Ｚ
―

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
を

２
０
１
８
年
４
月
よ
り
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
年
間
利
用
料
は
２
，
６
４
０
円
、
月

額
換
算
で
２
２
０
円
と
な
り
、
初
期
投
資

の
費
用
が
少
な
く
利
用
料
も
安
価
で
あ
る

た
め
、
敷
居
が
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
Ｚ
―

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
圃
場
の
情
報
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
作
業
記
録
の
入
力
や
過
去
の

情
報
の
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

情
報
共
有
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
や
経
営

計
画
の
構
築
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
作

業
の
受
託
面
で
も
情
報
共
有
が
簡
易
化
さ

れ
ま
す
。

　
紙
で
の
記
録
か
ら
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
デ

バ
イ
ス
（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
に
よ

る
現
場
で
の
記
録
に
変
え
る
こ
と
で
、
情

報
共
有
や
管
理
・
蓄
積
が
容
易
に
な
り
、

　
良
質
粗
飼
料
生
産
利
用
対
策
委
員
会
（
原
内
修
委
員
長
）、
良
質
生
乳
生
産
推
進
委
員

会
（
伊
藤
一
吉
委
員
長
）
主
催
、
豊
原
・
美
原
・
中
春
別
酪
農
振
興
会
協
賛
に
よ
る
合
同

講
習
会
が
２
月
28
日
㈫
団
地
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
て
、
参
加
者
25
人
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
良
質
粗
飼
料
生
産
利
用
対
策
委
員
会
で
は
関
連
し
た
２
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催

し
、「
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
〝
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
〟」
と
題
し
Ｊ
Ａ
全
農
の
大
越
将
大
氏
、「
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
牧
草
地
の
植
生
調
査
」
と
題
し
国
際
航
業
㈱
の
鎌
形
哲
稔
氏
を

講
師
に
招
き
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

良
質
粗
飼
料
の

生
産・確
保
に
向
け
て

良
質
粗
飼
料
生
産
利
用
対
策
委
員
会

過
去
の
デ
ー
タ
検
索
や
比
較
、
作
業
改
善

箇
所
の
分
析
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
が
図

れ
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｐ
Ｃ
上
で
圃
場
図

形
を
簡
単
に
登
録
し
、
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
登
録
後
の
形
状
変
更
や
圃
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場
の
分
割
、
結
合
）
ま
た
、
圃
場
の
品
種

別
で
の
色
分
け
や
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
や
Ｚ
―

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
圃
場
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
多
数

の
デ
バ
イ
ス
で
管
理
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
も

利
用
可
能
で
す
。
圃
場
別
に
情
報
入
力
が

出
来
る
こ
と
か
ら
、
面
積
や
作
物
、
品
種
、

播
種
日
、
追
肥
日
な
ど
作
業
情
報
の
記
録

が
自
由
に
可
能
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
、デ
ー

タ
検
索
も
で
き
る
た
め
、
圃
場
を
絞
り
込

ん
で
表
示
を
し
て
内
容
把
握
が
で
き
、
作

業
計
画
に
活
用
可
能
。
加
え
て
気
象
情
報

な
ど
を
確
認
も
で
き
ま
す
。

　

他
の
機
能
と
し
て
は
、「
親
子
機
能
」

と
言
っ
た
全
体
を
管
理
で
き
る
親
ユ
ー

ザ
ー
と
、
自
分
の
部
分
の
み
を
管
理
で
き

る
子
ユ
ー
ザ
ー
の
設
定
や
、「
グ
ル
ー
プ

共
有
機
能
」と
言
っ
た
、特
定
の
ユ
ー
ザ
ー

で
枠
組
め
る
設
定
も
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
管
理
が
可
能
。
法
人
や
Ｊ
Ａ
等
、
複

数
人
向
け
の
機
能
も
備
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

「
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
牧
草
地

の
植
生
調
査
」

　

農
業
現
場
で
は
人
材
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
酪
農
家
は
採
草
地
や

飼
料
作
物
を
育
て
る
た
め
の
広
い
圃
場
を

持
ち
、
尚
且
つ
牛
の
世
話
も
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
非
常
に
大
変
で
す
。
近
年
の

気
象
条
件
の
悪
化
や
海
外
か
ら
の
輸
入
物

の
高
騰
も
あ
り
、
自
給
性
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、国
際
航
業
㈱
で
は
、リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
活
用
し
た
圃
場
情
報
の

可
視
化
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
天
晴
れ
」
を

り
、
登
録
料
や
初
期
投
資
は
必
要
な
く
、

解
析
費
用
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
植
生
診
断
に
は
、
衛
星
・
ド
ロ
ー
ン
を

用
い
た
２
種
類
の
解
析
方
法
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
衛
星
は

毎
日
撮
影
が
可
能
で
す
が
、
雲
が
邪
魔
に

な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
デ
ー
タ
の
購
入

費
用
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
一
方
、

ド
ロ
ー
ン
は
市
販
品
で
利
用
で
き
、
風
や

電
波
の
状
況
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
の
圃
場
を
撮
影
す
る
に
は
非

常
に
有
効
で
す
。
両
者
一
長
一
短
で
あ
り
、

費
用
や
状
況
に
応
じ
て
選
択
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
判
別
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
チ
モ
シ
ー

と
地
下
茎
型
イ
ネ
科
雑
草
の
判
別
を
し
ま

す
。
春
と
秋
の
時
期
に
お
け
る
枯
れ
具
合

と
照
ら
し
合
わ
す
こ
と
で
判
別
が
で
き
ま

す
。

　
基
本
的
に
は
、
圃
場
デ
ー
タ
を
登
録
し

て
撮
影
し
た
画
像
の
解
析
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
牧
草
地
に
お
い
て
は
、
一

つ
の
圃
場
に
複
数
種
類
の
草
が
入
っ
て
い

る
た
め
、
画
像
だ
け
で
は
判
断
が
難
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
数
地
点
に
お
け

る
衛
星
画
像
と
同
期
し
た
地
上
調
査
に
よ

る
、
現
場
の
草
デ
ー
タ
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。（
ど
こ
の
場
所
で
ど
の
方
向
で
ど
の

よ
う
な
草
が
生
え
て
い
た
等
）

　
診
断
結
果
の
有
効
活
用
方
法
と
し
て
は
、

草
地
更
新
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
基
本
的
に
、

草
地
更
新
は
圃
場
の
劣
化
や
牧
草
品
質
低

下
に
よ
る
乳
質
・
乳
量
の
低
下
、
購
入
飼

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
物
体
の
形
状
や
性
質
な
ど
を
観

測
す
る
技
術
で
、
人
工
衛
星
や
航
空
機
な

ど
に
搭
載
し
た
セ
ン
サ
ー
を
用
い
ま
す
。

物
体
の
電
磁
波
の
反
射
・
放
射
特
性
を
利

用
し
、
物
体
の
識
別
を
行
い
、
植
生
や
地

表
面
形
状
、
水
域
、
気
象
状
況
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
植
物
に

関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
反
射
す
る
波
長

を
観
測
し
、
植
物
の
種
類
や
生
育
状
態
を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
晴
れ
の
解
析
品
目
と
し
て
は
、
水

稲
、
小
麦
、
大
麦
、
大
豆
、
牧
草
な
ど
の

作
物
に
対
応
し
て
お
り
、
現
在
は
２
０
，

０
０
０
件
以
上
の
生
産
者
が
利
用
し
て
お

料
費
増
大
等
、
経
営
負
担
の
解
消
手
段
と

し
て
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
自
身

の
圃
場
状
態
を
適
切
に
把
握
で
き
て
い
な

い
た
め
に
草
地
更
新
を
し
な
い
人
も
い
ま

す
。
適
切
な
草
地
更
新
を
実
現
す
る
た
め

に
、
客
観
的
に
草
地
更
新
が
必
要
な
場
所

を
可
視
化
し
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
で
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
機
械
連
携
の
部
分
で
は
、
難
防

除
雑
草
の
検
出
と
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
除
・

更
新
が
可
能
で
す
。
雑
草
の
検
出
を
行
い
、

密
集
し
て
い
る
部
分
へ
は
ラ
ジ
ヘ
リ
に
よ

る
除
草
剤
散
布
や
セ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
付
き
の
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
に

よ
る
対
応
を
す
る
な
ど
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
防
除
や
更
新
を
す
る
こ
と
で
、
省
力
的

な
圃
場
の
管
理
が
実
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、

必
ず
し
も
高
い
機
械
を
買
う
こ
と
が
必
須

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
既
存
の
や
り
方

に
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
圃
場
情
報
を
可
視
化
し
、

植
生
状
況
を
把
握
し
、
検
出
し
た
雑
草
の

分
布
状
況
に
応
じ
て
、
最
適
な
植
生
改
善

方
法
を
選
択
し
て
情
報
を
機
械
側
に
も
活

用
す
る
こ
と
で
、
戦
略
的
な
営
農
が
実
現

し
ま
す
。
草
地
管
理
の
効
率
化
や
、
防
除

や
追
肥
に
も
役
立
ち
、
化
石
燃
料
の
削
減

や
気
候
変
動
へ
の
適
応
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
力
や
労
働
時
間
の
削
減
は
勿

論
の
こ
と
、
植
生
状
況
の
改
善
に
繋
が
り
、

乳
量
・
乳
質
の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
が

図
れ
ま
す
。
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良
質
乳
生
産
推
進
委
員
会
（
伊
藤
一
吉

委
員
長
）
で
は
、
令
和
４
年
８
月
20
日
と

令
和
５
年
１
月
17
日
に
乳
業
工
場
ス
ト

レ
ー
ジ
タ
ン
ク
廃
棄
と
い
う
大
規
模
な
事

故
が
連
続
し
て
発
生
し
た
事
を
踏
ま
え
て
、

生
産
者
に
対
し
て
各
々
が
出
荷
責
任
と
し

て
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
（
簡
易
検
査

キ
ッ
ト
）
を
活
用
し
抗
生
物
質
汚
染
事
故

「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
も
ら
う
べ
く
、
去

る
２
月
28
日
に
㈲
ベ
ッ
セ
ル
獣
医
環
境
衛

生
研
究
所　
細
田　
康
太
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
抗
生
物
質
混
入
事
故
の
主
な
原
因
は
、

治
療
牛
の
マ
ー
キ
ン
グ
の
見
落
と
し
や
誤

搾
乳
、
ま
た
、
薬
剤
投
薬
後
の
搾
乳
作
業

者
へ
の
伝
達
漏
れ
な
ど
の
〝
う
っ
か
り
ミ

ス
〟
が
大
半
で
す
。
そ
の
場
合
、
出
荷
前

に
事
前
検
査
を
し
て
い
な
い
と
気
が
つ
か

れ
る
こ
と
な
く
集
荷
さ
れ
、
ロ
ー
リ
ー
汚

良質乳生産推進委員会

講習会
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染
事
故
廃
棄
と
な
り
ま
す
。
出
荷
毎
に
ミ

ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
を
使
用
し
未
然
に

抗
生
物
質
混
入
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
の
特
徴
と
し

ま
し
て
は
、
①
生
乳
中
の
抗
生
物
質
（
β

ラ
ク
タ
ム
系
）
の
検
出
が
で
き
る
。
②
付

属
の
カ
ッ
プ
に
生
乳
を
入
れ
テ
ス
ト
ス

リ
ッ
プ
を
浸
す
だ
け
な
の
で
簡
便
性
が
高

い
。
③
検
査
時
間
は
最
短
5
分
と
迅
速
に

反
応
が
出
る
。
と
誰
で
も
簡
単
に
使
用
で

●❶�

検
査
す
る
生
乳
の
採
取
は
必
ず
バ

ル
ク
上
部
か
ら
攪
拌
し
た
生
乳
を

採
取
す
る
こ
と
（
コ
ッ
ク
下
か
ら

採
取
す
る
と
十
分
に
攪
拌
さ
れ
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
誤
反

応
を
お
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●❷�

ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
の
テ
ス

ト
ス
リ
ッ
プ
を
取
り
出
す
際
に
は

上
部
の
部
分
の
み
を
持
ち
、
生
乳

浸
漬
部
分
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。
ま
た
、
５
分
以
上
テ

ス
ト
ス
リ
ッ
プ
を
生
乳
に
浸
漬
し

な
い
。（
ラ
イ
ン
が
薄
く
な
り
誤

判
定
の
原
因
に
な
り
ま
す
。）

●❸�

厳
冬
時
に
使
用
す
る
際
は
検
査

キ
ッ
ト
が
冷
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。（
検
査
環
境
の
推
奨

温
度
は
20
℃
以
上
、
保
管
の
際
は

直
射
日
光
を
避
け
て
２
～
30
℃
で

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
蔵
庫
で

保
管
す
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
厳
冬
期
は
恒
温
器

を
使
用
し
て
下
さ
い
。）

●❹�
生
乳
サ
ン
プ
ル
は
バ
ル
ク
乳
を
使

用
し
新
鮮
か
つ
正
常
な
生
乳
で
検

査
す
る
。（
個
体
乳
の
診
断
に
用

い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

●❺�

サ
ン
プ
ル
カ
ッ
プ
、
ス
ポ
イ
ト
は

検
査
ご
と
に
新
品
を
使
い
再
利
用

は
し
な
い
。

き
、
結
果
ま
で
の
判
定
時
間
も
短
く
、
ま

た
目
視
で
の
判
定
が
し
や
す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
テ
ス
ト
ス
リ
ッ
プ
で
の
目
視
判

定
に
つ
い
て
は
、
陰
性
で
あ
れ
ば
３
本
ラ

イ
ン
が
く
っ
き
り
と
出
ま
す
が
、
陽
性
で

あ
れ
ば
３
本
ラ
イ
ン
の
う
ち
ど
れ
か
が
薄

く
出
る
、
ま
た
は
全
く
出
な
い
等
わ
か
り

や
す
い
判
定
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

反
応
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
薬

剤
（
セ
フ
ァ
メ
ジ
ン
系
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
、

乾
乳
軟
膏
等
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

カ
ナ
マ
イ
シ
ン
、
ピ
ル
ス
ー
は

薬
剤
の
特
性
上
、
ミ
ル
ク
ド
ク

タ
ー
で
は
反
応
せ
ず
生
乳
課
で

の
Ｐ
Ｄ
法
（
ペ
ー
パ
ー
デ
ィ
ス

ク
法
）
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
使
用
し
た
際
に
は
必
ず
生
乳

課
で
の
検
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
オ
キ
シ
テ

ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
）
に
つ
い

て
も
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ

で
は
反
応
が
出
な
い
た
め
生
乳

課
で
の
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
必
ず

Ｏ
Ｔ
Ｃ
使
用
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
の

使
用
は
簡
単
で
す
が
、
い
く
つ

か
の
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
点
に
注
意
し
出
荷
前
に
使
用

し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
ベ
ー
タ
は

簡
易
検
査
と
な
り
ま
す
。
陽
性
の
反
応

が
出
た
際
に
は
必
ず
生
乳
課
に
連
絡
し

公
定
法（
Ｐ
Ｄ
法
）に
よ
る
判
定
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
２
回
の
ス
ト

レ
ー
ジ
タ
ン
ク
（
乳
業
メ
ー
カ
ー
工
場
タ

ン
ク
）
へ
の
抗
生
物
質
混
入
事
故
が
発
生

し
甚
大
な
損
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
混
入
事
故
は
他

農
協
と
の
合
乳
と
な
り
廃
棄
乳
量
が
膨
大

と
な
る
こ
と
か
ら
被
害
額
も
非
常
に
大
き

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
前
段
階
の
ミ

ル
ク
ロ
ー
リ
ー
へ
の
混
入
に
つ
い
て
も
他

農
家
と
の
合
乳
と
な
り
多
大
な
損
害
は
免

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ど
ち
ら
の
汚
染
事

故
に
つ
い
て
も
、
原
因
を
追
及
し
て
い
っ

た
際
に
生
産
者
に
第
一
次
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
安
心
安
全
な
生
乳
出
荷
を

目
指
し
て
ミ
ル
ク
ド
ク
タ
ー
の
活
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
実
施
し
た
ミ

ル
ク
ド
ク
タ
ー
の
提
示
も
引
き
続
き
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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活動をピックアップ
　年部青

○
エ
ム・エ
ス・ケ
ー
農
業
機
械
㈱

　

１
日
目
は
、
恵
庭
市
に
あ
る
エ

ム
・
エ
ス
・
ケ
ー
農
業
機
械
㈱
を
視

察
し
、
武
澤
職
員
案
内
の
も
と
会
社

概
要
や
取
り
扱
い
機
械
に
係
る
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
エ
ム
・
エ
ス
・
ケ
ー
農
業
機
械
㈱

は
、
１
９
７
２
年
に
創
業
さ
れ
、
農

業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
販
売
は
勿
論
の

こ
と
、
作
業
用
機
械
器
具
や
部
品
の

輸
入
販
売
。
取
扱
商
品
の
組
立
加
工

及
び
修
理
や
、
石
油
類
、
農
業
関
連

部
品
の
販
売
に
手
掛
け
て
お
り
、
販

売
品
は
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ン
社
や
ド

イ
ツ
の
ク
ラ
ー
ス
社
と
契
約
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
概
要
等
の
説
明
後
は
敷
地
内
機
械

の
見
学
と
試
乗
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

機
械
に
係
る
質
問
や
、
沢
山
あ
る
機

械
に
部
員
た
ち
も
釘
付
け
で
し
た
。

　
ま
た
、
夜
に
は
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
顔
馴
染
み
の
者
や
初
顔
合

わ
せ
の
参
加
者
も
お
り
、
互
い
に
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
会
話
を
し
て

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
も
深
ま
り
、

仕
事
の
疲
れ
を
癒
す
休
息
と
な
り
ま

し
た
。

○
㈲
福
屋
牧
場

　
２
日
目
は
、
同
じ
く
恵
庭
市
に
あ

る
㈲
福
屋
牧
場
を
視
察
し
、
福
屋
代

表
案
内
の
も
と
場
内
の
見
学
及
び
牧

場
概
要
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
㈲
福
屋
牧
場
は
、２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）
設
立
し
、
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン

ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
（
６
頭
ダ
ブ

ル
）
で
搾
乳
を
し
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
、
タ
イ
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
飼

養
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
８
月
に
火
事
が
起
き
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
再
建
を
し
て
今
に
至
り
ま

す
。
乳
牛
の
管
理
に
関
し
て
は
、
健

康
面
や
衛
生
面
に
注
力
し
て
お
り
、

牛
舎
の
造
り
は
要
所
要
所
に
こ
だ
わ

り
が
見
ら
れ
、
牛
が
過
ご
し
や
す
い

環
境
は
も
と
よ
り
、
人
に
対
し
て
も

青年会部会視察研修会
　
青
年
部
の
中
で
も
30
歳
以
下
の
若
手
で
構
成
さ
れ
る
青
年
会
部
会

（
田
口
皓
基
部
会
長
）
で
は
、
３
月
７
日
㈫
～
９
日
㈭
に
か
け
て
部
会

員
５
人
参
加
の
も
と
、
知
識
向
上
を
目
的
に
札
幌
近
郊
で
の
視
察
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
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若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！
Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

仕
事
が
し
や
す
い
作
業
動
線
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
福
屋
代
表

が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
今
に
至
り
ま

す
。

　
ま
た
、
搾
乳
作
業
に
関
し
て
は
、

繊
維
質
の
違
う
タ
オ
ル
２
種
類
を
使

い
、
確
実
に
乳
頭
の
汚
れ
を
拭
き

取
っ
て
お
り
、
衛
生
面
を
徹
底
的
に

気
に
か
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
乳
房
炎
の
治
療
は
３
ヶ
月
以

上
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
飼
養
管

理
に
関
し
て
は
、
哺
育
面
に
も
こ
だ

わ
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
作
業
線

を
考
慮
し
た
位
置
に
設
け
て
い
る

こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
牛
床

も
効
率
的
な

造
り
と
な
っ

て
お
り
ま
し

た
。
福
屋
代

表
は
「
将
来

い
か
に
稼
い

で
く
れ
る
牛

に
な
る
か

は
、
１
番
こ

の
ス
テ
ー
ジ

が
重
要
だ
か

ら
、
こ
こ
は

と
に
か
く
徹

底
し
て
故
障

の
牛
を
出
さ

な
い
よ
う
に

管
理
し
て
い

る
」
と
思
い

を
話
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

○
ホ
ク
レ
ン

　
牧
場
視
察
後
は
、
札
幌
市
の
ホ
ク

レ
ン
へ
移
動
し
、
西
川
副
会
長
と
お

話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
接
室
に
て
近
年
に
お
け
る
情
勢
に

つ
い
て
や
、
今
後
の
農
業
を
取
り
巻

く
動
向
、
副
会
長
職
の
概
要
等
の
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
西
川

副
会
長
か
ら
「
酪
農
が
今
、
一
番
農

業
の
中
で
大
変
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ

る
し
、
あ
る
意
味
恵
ま
れ
て
い
る
産

業
で
あ
る
。
生
産
資
材
が
全
部

値
上
が
り
し
て
い
る
の
は
、
全

て
の
産
業
で
一
緒
だ
け
ど
、
こ

の
大
変
な
時
に
全
国
の
人
に
、

大
変
だ
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
て

い
る
こ
と
が
救
い
で
あ
り
、
気

に
か
け
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と

は
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
、
持
続
可
能
な
農
業
を

目
指
す
上
で
も
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
先
に
い
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
意
識
し
た
生
産
を
心
が
け
、

消
費
者
に
理
解
さ
れ
る
農
業
を

実
現
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
希
望
は

あ
る
。
酪
農
は
絶
対
無
く
な
ら
な
い

仕
事
で
あ
る
。
大
変
な
時
代
で
す
け

ど
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
け
る
よ
う

に
私
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
今
後
の
農

業
の
担
い
手
で
あ
る
若
手
農
業
者
に

向
け
て
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
得
た
こ
と

を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
営
農
や

青
年
部
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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活動をピックアップ
　年部青若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

　
令
和
５
年
３
月
16
日
㈭
に
農

業
者
団
地
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
に
て
、
第
49
回
中
春
別

農
協
女
性
部
通
常
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
南

澤
部
長
か
ら
の
挨
拶
後
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号

「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
議
案

第
２
号
「
令
和
５
年
度
事
業
計

画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号
「
令

和
５
年
度
会
費
の
賦
課
並
び
に

徴
収
方
法
に
つ
い
て
」
議
案
第

４
号「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」

議
案
第
５
号
「
規
約
改
定
に
つ

い
て
」
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。部　

長　

南　
澤　
順　
子

副
部
長　

原　
内　
友　
子

副
部
長　

上　
田　
弥　
生

理　
事　

山　
本　
ま
り
子

理　
事　

上　
神　
佳
代
子

理　
事　

遠　
藤　
美
奈
子

監　
事　

髙　
野　
佳　
永

監　
事　

五
十
嵐　
ひ
と
み

通 常 総 会中春別農協女性部

　
３
月
20
日
㈪
部
員
内
懇
親
会
を
中
標

津
町
焼
肉
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
に
て
青
年
部

員
22
名
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
中
山
交
流
部
会
長
よ

り
乾
杯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
乾
杯
と
共
に
食
事

を
楽
し
み
な
が
ら
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

一
年
間
を
通
し
て
の
青
年
部
活
動
に
対

す
る
反
省
や
次
年
度
に
向
け
た
意
気
込

み
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
に
華
を
咲
か

せ
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
片
岡
部
長
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
一
本
締
め
で
懇
親
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

青年部懇親会次年度に向けて、意識高まる懇親会に

活動をピックアップ
　性部女助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏ ｎ ｇ 　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ
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木
の
実
部
会
（
会
長
髙
井
恵
美
子
）

で
は
３
月
20
日
㈪
に
デ
イ
ホ
ー
ム
笑
楽

へ
チ
ラ
シ
で
作
成
し
た
小
物
入
れ
と
雑

紙
の
メ
モ
用
紙
を
部
会
を
代
表
し
て
平

林
美
知
子
さ
ん
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
小
物
入
れ
は
個
々
で
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み
と
し
て
、
部

会
メ
ン
バ
ー
が
お
う
ち
時
間
で
少
し
ず

つ
作
成
を
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
部

会
で
は
今
後
も
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
第
67
回
通
常
総
会
が
３
月
28

日
㈫
に
根
室
農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
各
農
協
か
ら
女
性
部
代

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
議
案
第
１
号
「
令
和
４

年
度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
議
案

第
２
号
「
令
和
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）
の
設
定
に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号
「
令
和
５
年
度
会

費
な
ら
び
に
地
区
会
長
活
動
支
援
金
の
徴
収
方
法
（
案
）
の

決
定
に
つ
い
て
」
議
案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
は
次
の
通
り
で
す
。

　

総
会
終
了
後
は
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
幹

部
・
部
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
個
別
宅
配
事

業
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
版
の
活
用
に
つ
い
て
・
国

内
農
業
視
察
研
修
報
告
・
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
「
Ｊ
Ａ
の
監
事
を
引
き
受

け
た
経
過
。
や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
。」「
Ｊ
Ａ
理

事
を
引
き
受
け
た
経
過
。
や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ

と
。」「
地
区
会
長
を
や
っ
て
み
て
。正
組
合
員
に
な
っ

て
み
て
。」「
地
区
会
長
と
な
る
意
気
込
み
。
決
心
に

至
っ
た
経
過
な
ど
」「
中
央
会
の
業
務
。
女
性
部
員
、

Ｊ
Ａ
事
務
局
に
期
待
す
る
こ
と
。」
の
５
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
行
い
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
終
始
意
見
が

出
続
け
る
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

会　
長　

相
澤　
舞
子（
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
）

副
会
長　

南
澤　
順
子（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）

副
会
長　

青
木　
一
枝（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）

監　
事　

長
縄
さ
お
り（
Ｊ
Ａ
中
標
津
）

監　
事　

大
沼　
由
紀（
Ｊ
Ａ
標
津
）

木の実部会

JA根室地区女性協議会

小物入れを寄付しました

通 常 総 会第67回

活動をピックアップ
　性部女 助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏｎｇ　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ
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学校法人滋慶学園
TCA東京ECO動物海洋専門学校

学校法人工藤学園　愛犬美容看護専門学校

学生インターンシップ
学生らが現場で酪農を学びました 　３月４日から23日にかけて２校計３名の学

生がインターンシップに訪れ、それぞれ㈱なか
しゅんべつ未来牧場での酪農実習・酪農ヘル
パー同行研修・農家実習を行いました。

　今回のインターシップで、牛舎作業や視察、講義などを通じて酪農に関する知識や魅力に触れていただけた
と思います。今回の経験が今後の職業選択のきっかけのひとつになればと思います。参加された皆様お疲れ様
でした。

３月４日～10日　１名受入

３月17日～23日　２名受入
　
㈱
な
か
し
ゅ
ん
べ
つ
未
来

牧
場
で
の
酪
農
実
習
と
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
同
行
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
実
習
中
は
未
来
牧

場
の
視
察
・
地
区
内
の
農
場

視
察
等
を
行
い
、
獣
医
師
に

よ
る
講
義
で
は
エ
コ
ー
妊
鑑

を
見
学
し
、
エ
コ
ー
映
像
を

見
な
が
ら
胎
子
の
様
子
を
確

認
し
ま
し
た
。「
思
っ
た
以

上
に
体
力
が
必
要
で
、
全
身

筋
肉
痛
に
な
る
く
ら
い
大
変

な
仕
事
だ
が
、
と
て
も
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ

た
。
酪
農
家
の
方
た
ち
は
毎

日
こ
の
生
活
を
続
け
て
い
る

と
思
う
と
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。」
と
酪
農
に
関
し
て

理
解
が
深
ま
る
研
修
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
農
家
実
習
で
仔
牛
の

哺
乳
作
業
等
を
行
い
ま

し
た
。「
作
業
の
大
ま

か
な
流
れ
と
、
農
家
さ

ん
の
乳
牛
へ
の
細
や
か

な
気
遣
い
と
衛
生
管
理
、

そ
し
て
膨
大
な
作
業
が

あ
る
こ
と
等
の
大
変
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。」
と

酪
農
に
関
し
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
の
で
き
る

研
修
と
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。
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未
来
牧
場
で
は
、
４
月
１
日
㈯
酪

農
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
令
和
４
年

度
研
修
修
了
証
の
交
付
並
び
に
令
和

５
年
度
研
修
生
採
用
に
係
る
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
に
あ
た
り
望
月
社
長
よ
り

「
こ
れ
か
ら
経
営
を
す
る
上
で
、
心

配
事
ば
か
り
か
と
思
い
ま
す
。
失
敗

は
恐
れ
る
こ
と
は
な
く
、
次
へ
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
躓
い
て
転
ん
で
も
、

立
ち
上
が
っ
て
行
け
ば
い
い
。
こ
こ

で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
て
経
営
を
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、何
か
あ
っ

た
時
は
、
話
だ
け
で
も
聞
く
こ
と
は

で
き
る
か
ら
気
軽
に
話
し
て
ほ
し
い
。

聞
い
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
、
気
晴
ら

し
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
新
規
就
農
を
夢
見
て
こ
こ
ま
で

来
た
の
で
す
か
ら
、
夢
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
。」
と
就
農
に
向
け
た
激
励

の
言
葉
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、入
所
す
る
研
修
生
に
は「
牛

は
生
き
物
で
す
か
ら
、
計
算
通
り
に

い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
頑

張
っ
て
い
て
も
結
果
に
応
え
て
く
れ

な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
基

本
に
忠
実
に
実
行
し
て
い
け
ば
、
い

つ
か
は
成
功
に
繋
が
り
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
進
め
ま
す
。
皆
さ
ん
の

活
躍
に
期
待
を
し
て
、
共
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
酪
農
家
に

な
る
た
め
の
心
構
え
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
草
地
管
理
作
業
か
ら
始
ま

り
、
牧
草
収
穫
作
業
等
、
実
地
研
修

に
取
組
み
な
が
ら
専
門
知
識
を
取
得

す
る
た
め
、
技
術
者
か
ら
の
座
学
講

習
を
交
え
、
新
規
就
農
を
目
指
し
て

３
年
間
の
研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

㈱
な
か
し
ゅ
ん
べ
つ
未
来
牧
場

修
了
式
及
び
入
所
式
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 人にも牛にも優しい人にも牛にも優しい

パドック管理パドック管理

1 パドック利用のポイント

2 パドックの泥
でい

濘
ねい

化にご注意を！

⑴パドックの土場の資材
　�　土場の資材には、それ
ぞれメリット、デメリッ
トがあるため、これらを
理解した上で利用するこ
とが大切です（表１）。
　�　水飲み場やぬかるみや
すい場所は資材を変えた
り、勾配を利用すること
で牛にとって快適で、か
つ日々の管理もしやすく
なります。

⑵飼槽スペース、草架台の設置
　�　パドックに牛を２～３時間以上出す場合には、頭数に応じた充分な飼
槽スペースや草架台が必要です。また、草架台を使う場合には、ロール
をほぐして給与することで、牛が食べやすくなり、粗飼料の乾物摂取量
を高めます（写真１）。

⑶水の給与
　�　パドックでは、新鮮な水がいつでも飲めることが大切です。水槽の構
造としては、飲み口が広く、浅く、掃除がしやすいものが理想です。ま
た、水槽の周りが水浸しで滑ったりするような場所だと飲水を我慢して
しまうかもしれません。水槽周りの整備も合わせて行いましょう。

　パドックをうまく利用することは、作業の省力化や発情行動を観察しやすくなるなどの利点があります。
また、屋外で運動することで、牛のストレスが緩和されます。
　「人にも牛にも優しいパドック管理」について考えてみましょう！

　別海町のある農場では、下から砂利（厚さ20～25㎝）、
すのこ、火山灰の順で牛舎出入り口通路を層構造に施工
することで泥濘化対策をしています（写真２）。
　土壌表面の傾斜勾配（目安として３％以上の勾配）を
付け表面排水を重視し、補助的に地下浸透させる構造と
なります。

　雪解け時期や降雨などによるパドックの泥濘化
は、①蹄病の増加、②乳房炎の増加、③家畜や畜
舎の汚れ、などの要因となり、生産性を低下させ
る可能性があります。クリーン＆ドライな環境を
維持できるような管理が必要となります。

表１　パドックの土場の資材別メリットとデメリット

写真１　草架台のロールを
ほぐして給与する農場

写真２　牛舎出入り口に泥濘化対策を行う農場

メリット デメリット

黒ボク土
火山灰
石炭灰

山砂など

・蹄に優しい
・排水良好、乾燥しやすい
・コストが比較的安い
・資材が豊富にある

・凸凹しやすい
・�糞尿が混ざり、泥濘化し
やすい

・こまめな管理が必要

コンクリート
など

・凸凹しにくい、ぬからない
・機械作業が楽
・保守管理が少ない

・コストがかかる
・乾燥しにくい
・滑りやすい
・蹄に負担がかかりやすい
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2023（令和５）年４月号

●【専攻科】ディッパーを開発――――――
　専攻科では酪農現場で使う機材
を開発しています。ディッピング
液を電動で泡にするディッパーを
試作しましたので紹介します。　
　このディッパーは、電動で
ディッピング液を泡にすることで、
使用量を1/3程度にすることがで
きます。
　昨今の酪農が置かれている状況
を考え、少しでも経費節減できるモノを開発したい
と思います。
　この他にもバケット搾乳の際にミルクホースを支
持する器具も安価に作成しました。ご興味のある方
は専攻科にお問い合わせください。
●【専攻科】別海高等学校農業特別専攻科
　　　　　永年功労者表彰授与式――――
　２月28日㈫に農業特別専
攻科開設50周年を記念し、
永年功労者表彰式が行われま
した。農業特別専攻科は昭和
47年の開設以来、462名の
酪農産業を支える人材を輩出
してきました。その歴史の中
で長年にわたり、農業特別専攻科の発展に貢献して
いただいている方々に感謝の意を込めて功労者とし
て表彰させていただきました。
　次に表彰者のご芳名を掲載いたします。
・農業特別専攻科同窓会副会長�故・林　　義和�様
・元北海道別海高等学校校長　�　　大塚　保男�様
・農業特別専攻科後援会長　　　　�石田　　敦�様
・農業特別専攻科同窓会長　　　　�眞下　雅人�様
●【専攻科】修了証書授与式挙行―――――
　３月１日㈬専攻科ゼミ室に
おいて、別海町長曽根興三様
のご臨席を賜り、第50回農
業特別専攻科修了証書授与式
を挙行しました。　
　修了式後も、曽根町長から
学生との対話の時間を作って
いただき、学生一人ひとりの
状況を聞いていただき、今後の活躍に対して激励の
言葉をいただきました。　
　今年度の修了生５名は、厳しい酪農情勢の中に
あっても研究を熱心に取り組む学生でした。２名は
別海町で自家牧場に入り、１名は置戸町の放牧酪農
の牧場に勤め、１名はＪＡ道東あさひの酪農ヘル
パーとして勤務を続け、１名は別海町の役場職員と
して勤めることになります。彼らが無事修了を迎え
ることができたのも地域の皆様、関係機関のご理解
とご協力あってのことです。この場をお借りして感
謝申し上げます。

●【酪農経営科】それぞれの夢の実現へ！―
　３月１日㈬に第70
回卒業証書授与式が挙
行され、全日制課程酪
農経営科14期生12名
が、社会人の第一歩を
踏み出しました。在校
生は教室でオンライン
により卒業生を見送り
ました。また生徒12
名は新たに農業クラブ
ＯＢ会に入会しました。
新会員代表として水沼
皓介さんが選出されま
した。なお、今年度の酪農経営科の進学・就職状況
は次の通りです。

【進　学】
　�酪農学園大学、北海道農業大学校、代々木ア
ニメーション学院、札幌情報未来専門学校

【就　職】
　�小守牧場、水沼ファーム、矢内牧場、運上船
舶工業㈲、根室水道㈱、医療社団法人�一期会�
ウェル歯科診療室、自衛隊自衛官候補生

●【酪農経営科】別高農クラブワークショップ②―
　２月22日㈬に２回
目の別高農業クラブ
ワークショップが農業
クラブ執行部主催で行
われました。今回は、
プロジェクト活動の課
題設定のために、執行
部が役場やＪＡ、改良
普及センターの協力の
もと、別海町内の課題
について調査し、クラ
ブ員と情報共有を行い
ました。別海町の課題
をもとに、各専攻班で
課題設定と活動内容について話し合いました。全班
が同じ教室で活動し、他の班の活動の様子を見るこ
とで、専攻班同士での連携が図られるなど、課題設
定以外でも活発な活動が見られたワークショップと
なりました。
　ご協力いただきました企業の皆さま、お忙しい中
ご対応いただきありがとうございました。
　来年度４月に計画発表会、９月に中間発表、12
月に校内実績発表大会を予定しています。

4 月
号

卒業証書授与の様子

卒業式の様子

オートバブルディッパー

ワークショップの様子①

永年功労者表彰授与式

ワークショップの様子②

第50回修了式
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２月乳質乳価一覧表 ２月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 960.481 40.11 38.79 1.32
無 脂 乳 固 形 分 609.501 54.04 52.71 1.33
生 産 者 補 給 金 6.6336 6.63 6.59 0.04
集 送 乳 調 整 金 2.0801 2.08 2.07 0.01
補 給 金 合 計 8.7137 8.71 8.66 0.05

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 288,839,501.2

3.76 3.77 -0.01

ランク2 　０ 11,407,573.6
ランク3 －３ 325,911.5

体細胞数
ランク1 　２ 271,393,989.1
ランク2 　１ 15,591,660.3
ランク3 －２ 3,144,244.7
合　　　　　計 106.62 103.93 2.69

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 40円11銭
無脂乳固形分② 54円04銭
生産者補給金③ 6円63銭
集送乳調整金④ 2円08銭

脂 肪 率 全道 4.18％
農協 4.24％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.87％
農協 8.79％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 102円86銭
農協 103円00銭

乳質乳価⑥ 全道 3円76銭
農協 3円70銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 106円62銭
農協 106円70銭
差異 0円08銭

第14回 理事会の動き 令和５年３月29日㈬

�報告事項�
１　組合員の脱退について
２　令和４年度12月末定期監査報告書について
３　令和５年度理事報酬額の諮問に対する答申について
４　令和４年度２月末基準決算見通しについて
５　個人情報内部監査報告について
６　�令和４年度草地整備促進支援事業に係る利子助成に
ついて

７　�令和４年度生産性向上整備事業に係る助成金の支出
について

８　リース契約の締結について
９　固定資産の取得について
10　固定資産の除却について
11　令和４年度２月末営農関連実績について
12　�令和４年度北海道農業公社リフレッシュ事業に係る
自己負担金の精算について

13　�令和４年度畜産担い手育成総合整備事業（再編整備
事業豊原・新中地区）に係る自己負担金の精算につ
いて

14　�令和４年度草地畜産基盤整備事業（美原地区）に係
る自己負担金の精算について

15　特定疾病感染状況について
16　�令和４年度畜産・酪農生産力強化対策事業及び和牛
遺伝資源流出防止対策緊急支援事業の実績報告につ
いて

�議　　案�
１　令和５年度役員との取引基準について
２　令和５年度役員賠償責任保険契約の締結について
３　�北海道常例検査に伴う指摘事項改善状況等の回答に
ついて

４　職制規程の一部改正について
５　令和５年度貸付金利率の最高限度率について
６　令和５年度信用供与等限度額設定について
７　令和５年度生産性向上整備事業の実施について
８　�飼養管理施設長期有効活用整備事業の実施要網（案）
について

９　�家畜ふん尿貯留施設整備事業実施要網（案）につい
て

10　�断水時緊急対策事業実施要網（案）について
11　�良質乳生産環境維持対策事業実施要網（案）につい
て

12　�糞尿利活用草地整備改良事業実施要綱（案）につい
て

13　�令和５年度畜産担い手育成総合整備事業（再編整備
事業豊原地区）の実施について

14　�令和５～８年度畜産担い手育成総合整備事業（再編
整備事業中春別地区）の実施について

15　�令和５年度畜産担い手育成総合整備事業（再編整備
事業中春別地区）の実施について

16　�令和５年度草地畜産基盤整備事業（美原地区）の実
施について

17　�令和５～９年度草地畜産基盤整備事業（中新地区）
の実施について

18　�令和５年度草地畜産基盤整備事業（中新地区）の実
施について

19　�令和５年度草地難防除雑草駆除技術実証事業に係る
事業計画について

20　�令和５年度自給飼料生産性向上対策事業の実施につ
いて

21　�令和５年度新規就農者受入体制整備に係る乳牛導入
支援事業について

22　�令和５年度府県乳牛動向追跡調査の実施について
23　�令和５年度（前期）ＪＡ中春別選定種雄牛（案）に
ついて

24　�令和５年度給与表について
25　�令和４年度期末賞与の支給について
26　令和５度職員給与の定期昇給について
27　第25期別海町農業委員の推薦について

�協議事項�
１　地区別組合員懇談会の意見集約について
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退
職
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
10
月
に
臨
時
職
員
と
し
て
給
油
所
か
ら
始
ま
り
、
畜
産
販
売
課
、
管

理
課
、
生
活
店
舗
課
、
最
後
に
給
油
所
に
戻
り
各
部
署
で
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、

組
合
員
の
皆
様
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
公
私
と
も
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
無
事

に
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
お
よ
び
役
職
員
の
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
に
入
組
し
約
11
年
間
、
管
理
課
・
経
営
相
談
課
・
営
農
振
興
課
に
所

属
し
、
様
々
な
事
で
組
合
員
の
皆
様
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
ご
迷

惑
を
か
け
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
今

日
ま
で
職
員
と
し
て
の
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
事
を
大
変
有
り
難
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
女
子
職
員
の
中
で
も
、
人
一
倍
外
勤
に
行
く
機
会
が
多
く
、
組
合
員
の

皆
様
と
楽
し
く
お
話
し
し
た
日
々
は
私
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
来
は
直
接
、
皆
様
に
お
会
い
し
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
ご
報
告
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
職
場
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
・
知
識
を

生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
平
成
５
年
４
月
よ
り
給
油
所
の
新
設
に
伴
い
奉
職
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら

組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
職
員
、
地
域
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
給
油
所
に
関
し
ま
し
て
は
、
２
度
の
新
設
に
立
ち
合
わ
せ
て
頂
き
、
セ
ル
フ
給

油
所
、
自
動
洗
車
機
導
入
等
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
店
舗
、
販
売
課
に
お
世
話
に
な
り
、
約
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
中
春
別
で
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
退
職
致
し
ま
し
た
。

　
今
般
の
退
職
に
あ
た
り
、
皆
様
に
一
言
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
入
組
後
、
研
修
期
間
を
経
て
１
年
目
は
営
農
振
興
課
、
２
年
目
か

ら
は
購
買
課
で
４
年
間
と
、
５
年
に
渡
り
ま
し
て
日
々
の
業
務
で
組
合
員
の
皆
様

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も
多
々
あ
り
な
が
ら
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
な
が
ら
、
農
協
職
員
と
し
て
今
日
ま
で
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
、
大
変
有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
酪
農
後
継
者
と
し
て
農
協
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
や
知
識
を

活
か
せ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
に
は
改
め
て
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
、
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

田
中　
幸
夫

木
下
ひ
か
る

郡
司　
英
幸

久
末　
優
瑠

退職のご挨拶
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Ｊ
Ａ
中
春
別
　
組
織
機
構
図
と
職
員
配
置
図

室
1

部
5

課
10

係
13

事
業

所
1介
護

区
　

分
 男

 女
 計

正
職

員
27

20
47

準
職

員
13

12
25

合
　

計
40

32
72

機
構

構
成

職
員

構
成

令
和

５
年

４
月

１
日

現
在

異
動

新
規

採
用

試
用

採
用

係村
井
ひ
か
り

試
採
用

神
保
　
岳
大

試
採
用

岡
本
　
梨
音

試
採
用

楢
山
　
幸
奈

管
理
係
�係
長

小
田
島
聖
子

管
理
課
�課
長

塩
崎
　
純
也

総
務
部
�部
長

山
形
　
則
和

融資審査課�課長（兼）
澁
谷
　
浩
一

融資審査係�係長（兼）
澁
谷
　
浩
一

係（
兼
）

佐
藤
　
朋
哉

係小
濱
　
菓
歩

係佐
藤
　
朋
哉

係鈴
木
雅
邑
彩

準
職
員

成
田
　
幸
治

生産資材係�係長（兼）
澁
谷
　
浩
一

購
買
課
�課
長

澁
谷
　
浩
一

係田
中
　
翔
也

準
職
員（
主
任
）

田
村
　
　
勝

準
職
員

三
浦
　
靖
男

準
職
員

渡
辺
美
由
樹

準
職
員

楠
　
千
恵
子

準
職
員

天
野
真
寿
美

生
活
店
舗
係
�係
長

山
下
　
裕
貴

生活店舗課�課長（兼）
相
澤
　
幸
司

購
買
部
�部
長

相
澤
　
幸
司

係山
田
　
慎
悟

準
職
員（
主
任
）

及
川
　
恵
佑

準
職
員

梶
　
　
紀
之

準
職
員

蜷
川
　
英
樹

準
職
員

對
馬
　
美
加

準
職
員

佐
々
木
幸
雄

準
職
員

高
橋
　
大
河

燃
油
係
�係
長（兼）

澁
谷
　
浩
一

金
融
共
済
部
�部
長

水
谷
　
隆
行

金
融
共
済
課
�課
長

塩
沢
奈
緒
美

係竹
田
　
律
子

係西
澤
舞
由
花

係千
葉
　
彩
生

貯
金
係
�係
長

清
野
　
瑞
希

係藤
原
　
　
香

融
資
係
�係
長（
兼
）

塩
沢
奈
緒
美

係加
藤
　
芽
衣

共
済
係
�係
長

赤
井
　
寿
成

係齋
藤
　
大
輝

係倉
内
　
結
望

経
営
相
談
係

係
長
笹
木
　
悠
佑

係
長
河
合
　
崇
之

経
営
相
談
課
�課
長

土
屋
　
宏
太

営
農
部
�部
長

下
地
　
剛
志

係目
黒
　
佑
摩

係太
田
古
都
子

係佐
々
木
捺
希

準
職
員

新
谷
　
祐
子

営農振興係�係長（兼）
天
野
　
拓
弥

責
任
者（
準
）

安
部
　
紋
香

介
護
員（
準
）

岩
淵
　
洋
子

介
護
員（
準
）

坂
下
富
喜
子

介
護
員（
準
）

吉
田
　
知
世

介
護
員（
準
）

三
浦
　
広
美

介護事業所�管理者（兼）
天
野
　
拓
弥

営
農
振
興
課
�課
長

天
野
　
拓
弥

代
表
理
事
組
合
長

望
月
　
英
彦

専
務
理
事

大
山
　
武
永

常
務
理
事

真
部
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生乳汚染事故を無くそう！

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

なかしゅんべつ　2023（令和５）年４月号
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93.8%93.8% 99.0%99.0%
82.4%82.4% 86.9%86.9% 85.8%85.8%

98.4%98.4%

99.8%99.8% 99.2%99.2% 93.9%93.9% 94.7%94.7% 88.7%88.7%
78.8%78.8%

87.1%87.1%
77.4%77.4%

95.7%95.7%
86.7%86.7%

96.6%96.6%

90.1%90.1% 89.9%89.9% 92.2%92.2% 90.9%90.9%

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.1% 0.0% 1.9% 0.2% 1.1% 0.2%
1.3% 0.0% 6.4% 1.1% 3.6% 0.3%
4.8% 1.0% 9.3% 11.8% 9.5% 1.1%
93.8% 99.0% 82.4% 86.9% 85.8% 98.4%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.1% 0.2% 0.2% 0.3% 1.1%
0.0% 0.0% 0.9% 1.1% 1.8% 4.1%
0.2% 0.7% 5.0% 4.0% 9.2% 16.0%
99.8% 99.2% 93.9% 94.7% 88.7% 78.8%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.5% 1.7% 0.2% 0.4% 0.0%
2.0% 3.9% 0.9% 2.8% 0.3%
10.4% 17.0% 3.2% 10.1% 3.1%
87.1% 77.4% 95.7% 86.7% 96.6%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.7% 0.4% 0.3% 0.4%
2.5% 1.8% 1.3% 1.8%
6.7% 7.9% 6.2% 6.9%
90.1% 89.9% 92.2% 90.9%

中春別地区毎日体細胞（４～３月） 令和４年度地区集計（４～３月）

豊原地区毎日体細胞（４～３月）

毎日のCMT液検査で毎日のCMT液検査で
良質な生乳生産を！良質な生乳生産を！

美原地区毎日体細胞（４～３月）

令和５年３月31日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 ２―件 ８―件

生菌による汚染事故 0�件 ０―件
異物混入、加水、血
乳による汚染事故 0�件 １―件
異臭、異常風味によ
る汚染事故 0�件 ２�件
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
なかしゅんべつインフォメーション

　令和４年度も農村地域牛乳・乳製品需要拡大運動の取りまとめを
行いました。
　青年部・女性部のお中元・お歳暮ギフト、需要拡大運動第１次、
第２次を行い、合計5,328,005円のご注文をいただきました、ご
協力くださいました皆さん大変ありがとうございました。
　今年度以降も消費拡大をめざし、皆さまにお喜びいただけるよう
に取り組んでいきますので、よろしくお願いします。

農村地域牛乳・乳製品需要拡大運動のお礼と結果報告
実績　5,328,005円

　今年度の巡回ドックは８月24日㈭・25日㈮の２日間を予定し
ております。
　６月に農協よりお知らせをいたしますので、ご希望の方はお申
し込みください。
　また、協会けんぽに加入されている皆さまは、巡回ドック申込
時に令和４年度全国健康保険協会管掌健康保険生活習慣病予防健
診対象者一覧が必要となりますので、大切に保管していただきま
すよう、よろしくお願いします。

巡回ドックのお知らせ 年に一回、健康づくり

　自動車税種別割は、４月１日現在で運輸支局に登録されている自動
車の名義人（所有者）にかかる税金です。
　納税は金融機関、郵便局又はコンビニエンスストアのほか、インター
ネット上の「北海道自動車税支払い」サイトから行うクレジットカー
ド納税や、スマートフォン等のタブレット端末から決済アプリを用い
て納税することができます。
　５月31日までに必ず納めましょう。

自動車税種別割納期限です。

納税に関するご相談は、根室振興局 税務課納税係まで

☎（0153）24-5466（直通）

５月31日は
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　端午の節句に食べるものの１つ
２　竹林が似合う猛獣
３　――感のある３Ｄ映像
４　�母の日に贈るカーネーションの、定番の色の１
つ

５　大正の１つ前の年号です
７　害獣や害虫を追い払うこと
10　淡水と海水が混じり合ったもの
12　鳴門海峡のものが有名
13　�校内で「走らないように」と注意されやすい場
所

14　�京都三大祭の１つ、――祭は５月15日に行わ
れます

17　煮切って使うこともある調味料
19　メロンやスイカはこの仲間
20　街を――もなくうろついた

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

２　ザッと降ってサッとやみます
６　変わると寝付けない人も
８　お稲荷さんの――はキツネです
９　桃太郎のお供をした鳥
10　南の反対側
11　田んぼへ――から水を引き入れた
15　小野妹子が遣わされた国
16　潮干狩りに出かける所
18　�12星座占いで５月生まれの人は――座か双子
座です

20　夜になると家々にともります
21　――ヤマネコは特別天然記念物です

抽選で５名の方に
抽選で５名の方に牛乳引換券
牛乳引換券ををプレゼント!!
プレゼント!!

タテのカギ
（出題）ニコリ

４月号のこたえ

返信先：JA中春別�FAX76-2341（営農振興課宛）

CA D EB

　正解者の中から抽選で５名の方に牛乳引換券を
プレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》�営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和５年４月28日㈮まで

※�ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。
※�ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

小　原　登代子
小　林　ヨシコ
佐　藤　キクヱ
酒　井　孝　樹
竹　林　未　織

（敬称略）

３月号の正解は
A B C D E

ハルガスミ
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
第７回は田渕吉明生産部長に抽選して頂き
ました！


